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委員会での主な質疑

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　黒澤三千夫
副委員長
　関口　弥生
委員
　大久保照夫
　新井　昭安
　加賀﨑千秋
　松岡　兵衛
　大嶋　和浩
　野澤　久夫

委員長
　閑野　高広
副委員長
　林　　幸子
委員
　栗原　健曻
　礒﨑　　修
　松本貢市郎
　桜井くるみ
　須永　宣延
　杉田　茂実

環
境
産
業
常
任
委
員
会

熊
谷
市
星
渓
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
　
販
売
行
為
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
経
緯

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

星
渓
園
を
含
め
て
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
、
星
渓
園
の
入
園

者
数
も
若
干
減
少
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
活

用
と
い
う
こ
と
で
検
討
し
た
。

（
所
管
課
・
社
会
教
育
課
）

熊
谷
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
条

例
に
つ
い
て

　
　
こ
れ
ま
で
は
い
じ
め
の
問
題
と
な
る
と

教
育
委
員
会
が
主
に
や
っ
て
い
た
も
の
を
今

度
は
市
長
部
局
も
含
め
て
全
体
で
捉
え
ま
し

ょ
う
と
い
う
こ
と
で
こ
の
協
議
会
を
設
置
す

る
と
い
う
、
全
体
が
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う

ふ
う
に
し
て
捉
え
て
よ
い
か
伺
い
た
い
。

　
　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
学
校
教
育
課
、
こ
ど
も
課
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
災
害
対
応
特
殊
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

　
　
取
得
す
る
消
防
車
に
は
ど
の
よ
う
な
機

能
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
　

キ
ャ
フ
ス
と
い
う
少
量
の
水
で
薬
剤
と

混
ぜ
て
空
気
の
泡
を
発
泡
し
、
消
火
能
力
を

高
め
る
装
置
や
道
路
状
況
の
悪
い
災
害
現
場

等
で
走
行
性
能
の
高
い
四
輪
駆
動
等
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
警
防
課
）

平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
総
務
費
）
に
つ
い
て

　
　
合
併
特
例
債
の
活
用
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　

合
併
特
例
債
は
、
新
市
建
設
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
事
業
に
活
用
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
年
数
は
合
併
年
度
と
こ
れ
に
続

く
10
年
間
で
、
現
在
の
計
画
で
は
平
成
27
年

度
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。
新
市
建
設
計
画

の
改
正
案
を
12
月
の
議
会
に
上
程
す
る
予
定

で
あ
る
。
こ
れ
を
お
認
め
い
た
だ
く
と
、
５

年
間
延
長
さ
れ
、
平
成
32
年
度
ま
で
活
用
で

き
る
こ
と
と
な
る
。
本
庁
舎
耐
震
化
事
業
に

は
、
今
回
補
正
分
と
来
年
度
の
工
事
の
財
源

に
合
併
特
例
債
を
予
定
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
財
政
課
）

委員長
　守屋　　淳
副委員長
　山田　忠之
委員
　新井　清次
　新井　正夫
　福田　勝美
　富岡　信吾
　松浦　紀一

都
市
建
設
常
任
委
員
会

平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
債
務
負
担
行
為
補
正
）
に
つ
い
て

　
　
債
務
負
担
行
為
補
正
の
幹
線
第
３
号
線

道
路
改
良
事
業
の
限
度
額
８
，
１
７
０
万
２

千
円
と
い
う
金
額
は
、
ど
う
い
う
根
拠
に
基

づ
い
て
算
出
さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

秩
父
鉄
道
の
鉄
道
施
設
の
踏
切
道
拡
幅

整
備
に
伴
う
市
の
負
担
金
で
あ
り
、
信
号
機

や
通
信
設
備
の
踏
切
保
安
設
備
の
設
置
費
が

５
，
９
３
９
万
８
千
円
、
そ
の
ほ
か
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
連
接
板
を
使
用
し
た
連
接
軌
道

の
踏
切
道
新
設
工
事
費
お
よ
び
周
辺
の
信
号

機
の
な
い
第
４
種
の
踏
切
３
カ
所
の
撤
去
費

な
ど
で
あ
る
。

　
　
幹
線
第
３
号
線
の
開
通
予
定
は
い
つ
ご

ろ
に
な
る
か
伺
い
た
い
。

　
　

来
年
の
９
月
開
通
を
目
標
に
進
め
て
い

る
。

（
所
管
課
・
道
路
課
）

　
　
ほ
場
整
備
事
業
の
委
託
料
の
説
明
で
、

道
の
駅
の
調
査
や
用
地
を
そ
の
部
分
に
集
約

す
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
く
ら
い

の
面
積
を
予
定
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

ほ
場
整
備
の
委
託
料
は
、
現
在
仮
同
意

が
進
ん
で
い
る
池
上
地
区
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
に
ど
の
く
ら
い
の
非
農
用
地
が

生
み
出
せ
る
の
か
、今
回
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
な
お
、
面
積
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
農
地
整
備
課
）

平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
農
林
水
産
業
費
・
商
工
費
）
に
つ
い
て

　
　
共
同
利
便
施
設
等
補
助
事
業
に
つ
い
て
、

８
つ
の
商
店
街
の
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対

し
て
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
が
、
商
店
街
か

ら
希
望
が
あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

８
つ
の
商
店
街
と
も
、
商
店
街
か
ら
希

望
が
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
商
業
観
光
課
）
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市
民
福
祉
常
任
委
員
会

委員長
　原口　健二
副委員長
　小池　　厚
委員
　小林　甚一
　松本　富男
　加藤　恒男
　大山美智子
　三浦　和一
　小林　一貫
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熊
谷
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
特
定
教
育
・
保
育
施
設
と
は
ど
の
よ
う

な
施
設
が
対
象
な
の
か
。
ま
た
、
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
分
類
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

特
定
教
育
・
保
育
施
設
は
、
幼
稚
園
、

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
で
あ
る
。
ま
た
特

定
地
域
型
保
育
事
業
は
、
小
規
模
保
育
事
業
、

家
庭
的
保
育
事
業
、
事
業
所
内
保
育
事
業
、

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
の
４
種
類
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
保
育
課
）

熊
谷
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に

つ
い
て

　
　
放
課
後
児
童
支
援
員
と
補
助
員
の
違
い

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

条
文
に
定
め
る
９
項
目
の
う
ち
い
ず
れ

か
の
項
目
に
合
致
す
る
資
格
を
持
ち
、
な
お

か
つ
県
知
事
の
研
修
を
修
了
し
た
者
が
放
課

後
児
童
支
援
員
と
な
り
、
補
助
員
は
こ
の
資

格
が
な
く
て
も
職
務
に
従
事
で
き
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
支
援
員
は
少
な
く
と
も
支
援

の
単
位
ご
と
に
１
人
ず
つ
は
常
時
在
席
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
保
育
課
）

平
成
26
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
民
生
費
・
衛
生
費
）
に
つ
い
て

　
　
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

ド
ナ
ー
休
暇
制
度
の
な
い
骨
髄
提
供
者

に
対
し
、
提
供
の
た
め
に
要
し
た
日
数
と
し

て
７
日
を
限
度
に
１
日
当
た
り
２
万
円
を
助

成
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
の
予
算

で
は
３
人
分
を
計
上
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
健
康
づ
く
り
課
）

　
　
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
交
付
金

は
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
整
備
に
対
す
る
国
の
交
付

金
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
す
べ
て
の
事
業
所
に
設
置

す
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

宿
泊
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
事
業
所
に

お
い
て
、
法
律
の
改
正
に
伴
い
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
設
置
が
必
須
と
さ
れ
た
事
業
所
の
う

ち
、
い
ま
だ
に
未
整
備
の
と
こ
ろ
で
希
望
が

あ
っ
た
場
合
に
対
象
と
な
る
。

（
所
管
課
・
長
寿
い
き
が
い
課
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
８
月
19
日
・

20
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
行
政
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
初
日
に
は
、
秋
田
県
大
仙
市
で
「
学
力

向
上（
小
中
連
携
）に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。
一
人
勉
強
ノ
ー
ト
と
い
う
、

宿
題
と
は
別
に
小
学
校
入
学
か
ら
中
学
校
卒
業

ま
で
家
庭
学
習
を
行
わ
せ
て
お
り
、
ノ
ー
ト
を

提
出
す
る
の
は
当
た
り
前
と
い
う
雰
囲
気
で
ほ

ぼ
全
員
が
毎
日
提
出
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

翌
20
日
に
は
、
秋
田
県
秋
田
市
で
「
小
中
学

生
の
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
視
察
し
ま
し
た
。
通
塾
率
は
低
く
、
家
庭
学

習
は
や
っ
て
当
た
り
前
と
い
う
文
化
が
秋
田
市

で
も
根
付
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
で
は
、
７
月
30
日
・

31
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
行
政
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

初
日
に
は
、
山
形
県
米
沢
市
の
「
市
民
と
行

政
の
協
働
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の

中
で
「
米
沢
市
協
働
提
案
制
度
」
や
「
協
働
推

進
市
民
会
議
」
と
い
っ
た
特
色
あ
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
31
日
に
は
、
山
形
市
で
、
市
民
や
事
業
者

か
ら
の
寄
付
と
市
民
活
動
等
を
つ
な
ぐ
た
め
に

運
営
を
し
て
い
る
基
金
で
あ
る
「
山
形
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
」
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。
両
日
と
も
情
報
交
換
や
質
疑
を
行
い
、
先

進
事
例
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　

環
境
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
８
月
５
日
・

６
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
行
政
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
初
日
に
は
、
長
野
県
長
野
市
で
、
「
長

野
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
地
域
商
業
活
性
化
の
た
め
、
ま
ち
な
か

の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

翌
６
日
に
は
、
長
野
県
松
本
市
で
、「
ま
ち
づ

く
り
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
」
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
更
な
る
活
性
化
に
向
け
、
松
本
市
商

工
会
議
所
と
の
協
働
で
「
商
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
両
日
と
も
、
中

心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
や
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

都
市
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
８
月
19
日
・

20
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
行
政
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

初
日
に
は
、
新
潟
県
長
岡
市
の
「
市
役
所
の

ま
ち
な
か
移
転
と
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
前
に

整
備
さ
れ
た
全
国
初
の
市
民
協
働
・
交
流
の
複

合
型
施
設
「
ア
オ
ー
レ
長
岡
」
を
現
地
視
察
し

ま
し
た
。

　

翌
20
日
に
は
、
富
山
県
富
山
市
の
、「
富
山
市

の
都
市
再
生
整
備
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

「
ま
ち
な
か
居
住
推
進
事
業
」
は
、
実
際
に
中

心
市
街
地
の
人
口
減
少
に
対
す
る
効
果
が
現
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

環
境
産
業
常
任
委
員
会
行
政
視
察

都
市
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察
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